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同窓会費の納入について

本会は、会員の皆様からの会費により運営
を行っております。2013年度以前の会費
は、入学時に入会金として5,000円、卒業時
に終身会費10,000円の納入をお願いして
おります。また2014年度からは入学時に会
費として15,000円の納入をお願いしてお
ります。まだ会費を納入いただいていない
場合は、会費の納入をお願いいたします。

【会費振込先】
仙台銀行本店営業部
普通預金  4755741
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※お振込の際は、学籍番号とお名前を必ずご入力ください。学
籍番号は同窓会報送付封筒に印字しております。

※恐れ入りますが、振込手数料はご負担ください。

　学校法人東北文化学園大学は、2018年に創立40
周年、2019年には、皆様の母校である東北文化学園大
学が創立20周年を迎えました。
　これを記念し、学校法人東北文化学園大学の周年記
念事業として学生に対する奨学金制度の拡充や大学
キャンパスアメニティの整備等、教育環境の充実を図り
ます。最初の卒業生が巣立って、早16年。現在「輝ける
者」として様々な場所で活躍されている同窓生の皆様
も当時の思い出を振り返りながら、学生が有意義な４
年間を過ごすための支援として、ご協力を賜りたく、ご
寄附をいただけますようお願い申し上げます。

※詳細は、別紙リーフレットをご参照願います。

【お問合せ先】　
学校法人東北文化学園大学　総務課
〒981-8550 仙台市青葉区国見六丁目４５番１号
TEL：022-233-3330　FAX：022-233-9875
E-mail：kikaku@office.tbgu.ac.jp
URL　http://www.tbgu.ac.jp/

《お願い》
住所変更をお知らせください

本会では、同窓会報を始めとする各種ご案
内を会員の皆様へお送りしております。ご住
所、お名前の変更があった場合には、本会へ
お知らせください。変更の情報は、同窓会公
式WEBサイトから、もしくは郵送にてご連絡
をお願い致します。

【お問い合わせ先】
東北文化学園大学同窓会事務局
仙台市青葉区国見6丁目45-1
大学事務局学生部学生課内
電話　022-233-6194
※お預かりした個人情報は同窓会活動のみ
　に利用し、名簿の販売・頒布は行いません。

携帯サイトはこちら▶

　私達の大学では、開学以来明確な建学の精神についての記載は見当たらず、設立の趣旨に関する文
章を建学の精神に充てていました。2019年6月1日に学校法人東北文化学園大学創立40周年、東北文化
学園大学開学20周年、そして東北文化学園専門学校開校40周年の記念式典開催に合わせ、検討を重
ねてきた新しい建学の精神・理念を発表いたしました。建学の精神・理念は「輝ける者を育む」です。建学
の精神・理念に基づく人材像は、「輝ける者」とは、自立した力を持ち、他者とかかわり合いながら未経験の
問題に応える人、と致しました。「輝ける者」は、私達の学園歌のタイトルに由来し、既にベートヴェンの第九
交響曲「合唱付き」を歌うプロジェクトや学生便覧の標題等に繰り返し使われている、学生や教職員にとっ
て馴染のある言葉です。私たちの大学を選んだ全ての学生が、それぞれの個性に従い「育まれ」、「輝ける
者」として社会に巣立って欲しいという私たちの願いと決意を込めた建学の精神・理念です。学生へのメッ
セージと共に大学のホームページに掲載していますので、是非ご覧ください。
　6月1日には、記念式典に先立ち同窓会による記念植樹祭が行われました。同窓会の堀江裕宗会長から
紅白のモクレンを始め76本の花の咲く木やアジサイを寄贈いただきました。この場をお借りして、お礼申し上
げます。花は心を癒してくれます。花に癒されながら、大学改革と言う茨の道をぶれずに歩んで行きたいと
思います。

東 北 文 化 学 園 大 学
学 長 　土 屋 　 滋
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5号館地下学食のリニューアルに合わせて同窓会から4Kテレビ2台を寄贈しました（2018.12）

大学便り

　本学が開学して、20年もの月日が流れていることを考えてみると感慨深いものがあります。
　すでに遠い昔の思い出になってしまいましたが、私が入学したのは東北文化学園大学が創立されて３年目でした。開学して間もないキャンパスに心を踊
らせ、学生生活を謳歌することを夢みておりましたが、現実の学生生活は単位取得に苦労しつつも、それでいて多くの仲間と楽しく毎日を過ごしていたのを
思い出されます。そんな私が教員として、教鞭を執っているなど、当時は想像もつかない事でありました。
　教員として本学に携わって早10年が経過し、教育・研究を通じて自分自身の研鑽を積んできたところ、昨年度はサバティカル研修でゼネコンに半年間研
修に行く機会を頂きました。社会人経験のない私にとっては、見ること、すること全てが新鮮で、毎日が驚きの連続でした。研修により得られた知識・経験は、
講義を通して学生にフィードバックしていきたいと考えています。今後も、本学の発展に寄与できるよう誠心誠意、努めてまいる所存です。
　最後に当同窓会報の編集にあたり、お忙しい中原稿をお寄せいただきました皆様方、同窓会報作成に終始ご尽力いただいた編集委員に心から感謝申し上げます。

科学技術学部　環境計画工学科（現：建築環境学科）2005年3月卒業
東北文化学園大学　科学技術学部　建築環境学科　講師　同窓会理事　一條　佑介

あとがきにかえて

建学の精神・理念

携帯サイトはこちら▶

2010年より、同窓会公式WEBサイトでは、同窓生に関わる情報や学園のイベントなどを皆様
にお届けしています。また、会員同士が自由に情報を発信し交流ができる、「同窓生の輪」とい
うコンテンツもあります。短大、大学の卒業生が末永く、縦・横の繋がりを維持し支え合ってい
くために作成されました。皆さんどんどん活用してくださいね！！

同窓会WEBサイトを
ご活用ください

学校法人 東北文化学園大学
周年記念事業寄附金ご協力のお願い

学校法人 東北文化学園大学
周年記念事業寄附金ご協力のお願い



2019年3月現在　正会員数　9,188名

　本学園では、本学園が取組むべき課題を整理し明らかにした、中期目標・中期計画「輝ける者を育むⅡ」を2019年4月からス
タートさせております。総合改革プランとして「組織ガバナンス、財政基盤、広報・学生募集、将来構想、教育の質保証、学生支
援、地域社会貢献、学修環境整備」の8つのカテゴリーを設定し、その中に19の重要課題を中期目標としてまとめています。これら
の中期目標を達成するために取組む重点事項を中期計画として取り上げており、86項目に上っております。
　さて、私自身は学生部長として学生支援関係の中期目標を担当いたしますが、その中身は、①学生生活安定のための支援、
②課外活動の活性化の支援、③キャリア形成支援に集約されます。①の課題は、学生の健康管理や学生相談・特別支援体制
の整備、奨学金等の経済的支援がテーマです②の課題は、学友会を中心とした課外活動に対する学生諸君の要望把握や、各
委員会・サークル活動の支援がテーマです③の課題は、在学生のみならず卒業生のキャリアアップ支援も視野に入れており、イン
ターンシップ制度の確立や卒業生の皆様との連携が重要テーマと考えております。特に、卒業生の皆様との連携については、本
学が同窓会という組織との協力関係を強化していくことに他ならないと考えており、またそれを同窓会にも期待申し上げていると
ころです。
　本学も開学20周年を迎えました。初期の卒業生は各企業・機関において中核的存在として活躍されていると思いますが、卒業
生の皆様のキャリアアップの支援も、大学として強化して参りたいと考えておりますので、ぜひ皆様のご意見やご助言をいただけ
れば幸甚に存じます。

学生部長
同窓会監事

須藤　諭
科学技術学部

建築環境学科教授

学生部長挨拶　　在学生・卒業生のキャリア形成支援について

大学開学20周年記念特集キラリ

輝人

　私には、6年ほど前にオンラインゲームで知り合ったまー
くんという年の離れた友人がいます。彼は大学生になって
も毎日夜遅くまでゲームをしているので、心配になってちゃ
んと大学に行っているのかと聞いてみるとこう答えました。
　「起きたら大学に行き勉強。野球サークルの練習後、バ
イトをこなして帰宅しゲーム。できることは、全部楽しむ。」
そして最後に一言「楽しめないことはつまらない」普通な
らつまらないことは楽しめないが人生は楽しみたい。その
ための努力を惜しまない、ということでした。その言葉に私
はハッとしました。当時の私は会社員で、なんとなくノルマを
こなし、なんとなく生活する日々 。それが楽しいかと言われ
たら…
　その後、私はやりたいことをピックアップして会社法人を
設立しました。経営って仕事以外にも税法等色々な勉強
が必要ですし、会社員時代に比べて収入は安定せず苦
労は多いのですが、今、私は全てを楽しんでいます。大切
なことを教えてくれた下手をすれば親子ほど年の離れた
友人に感謝しつつ「人生は楽しみたい」という言葉を皆さ
んと共有できたらと思いつつ筆を置かせていただきます。
　ちなみに、私は大学在学中はパチンコを楽しみすぎて
留年しかけた苦い経験があるので今では賭け事にそん
な興味がなくなりました。これはこれで全力で楽しんだ結
果だと思います。もちろん真似はしない方がいいことです
笑

楽しむ
2003年3月卒業　総合政策学部

総合政策学科

株式会社オズファーレ　代表取締役

大森 祥之
　開学20周年おめでとうございます。
　20年前の学生時代に思いを馳せると、研究室
での生活が色濃く思い出されます。
　大学を卒業後、一度民間企業に就職したもの
の、情報技術の知見を広げるべく、大学院に進学
し、再び藤木研究室へ戻って、延べ4年間の研究
活動に勤しみました。
　当時は、情報技術の変化が激しい中、2001年
にApple社からiPodという製品が発売され、その
操作方法などに大きな衝撃と影響を受けたのを
今でも覚えています。
　大学院を卒業後、また民間企業に戻りました
が、ひょんなことからApple社の共同創業者であ
るウォズニアック氏と御一緒する機会があり、写真
を撮らせていただきました。（写真左側がウォズニ
アック氏）
　今でこそ、世界の著名な方と御一緒する機会
がございますが、大学で情報技術について学ん
だことが全ての礎になっています。
　全ての恩師にお礼を申し上げるとともに、大学
の益々の御発展をお祈り致します。

開学20周年に寄せて
2003年3月卒業　科学技術学部

応用情報工学科
（現：知能情報システム学科）

小島 佳宏
　大学開学２０周年おめでとうございます。
　入学してから２０年と改めて考えると月日が経つ
のは本当に早いものだと感じます。
　入学時は１期生という事でサークルの立ち上げ
などにも携わることができ、更に大学院進学後に
大学再生となった際は学生協議会の副代表とし
大学存続に向け様 な々活動を行いました。
　在学中、それまでに経験できなかった「大きな
変化」と向き合うことが出来た事は現在の私の仕
事にも生かされております。
　現在、私はハウスメーカー様へ水まわり住宅設
備機器の販売する仕事をしておりますが、私の勤
務先は２０１１年に５社が合併し設立した会社で
す。
　統合前の会社から比べると扱う商材は１０倍以
上に増え、部署や仕組み、制度もこれまでとは全く
異なるものとなりましたが、そんな変化にも対応で
き現在、勤務できているのも当時の貴重な経験を
出来たからこそと考えます。
　今後も様々な事にチャレンジし活躍と言える様
な報告を本誌にする事が出来ればと思います。

生かされる経験

　本学の視覚機能学専攻一期生として卒業し、
早7年が経ちました。学生時代はアドバイスをいた
だける先輩がいなかったため苦労しましたが、先
生方には一人ひとりに対して手厚く親身になって
サポートしていただきました。また、友人たちとは、
のびのびと楽しい学生生活を送ることができまし
た。
　現在は県内の総合病院に勤務しております。
今でも患者さんにとって負担が少なく、正確な検
査を行うにはどのようにしたらいいか、医師、看護
師との関わり方はこれでいいのかと悩むことがあり
ますが、先輩方からアドバイスをいただきながら試
行錯誤しています。忙しい日々 の中でも、大学の先
生からの「患者さんを自分の大切な人と思って関
わることが大切」という言葉を思い出します。その
言葉を大切にしながら、初心を忘れずに患者さん
に寄り添った対応を心掛けています。
　これからも患者さんの笑顔や感謝の言葉を励
みに、眼科検査のスペシャリストとして一歩一歩成
長していきたいです。

初心を忘れずに

　「看護師になる＝病院で勤務する」ずっとそう
考えていました。もちろん本学を卒業後は総合病
院に勤務しました。病院勤務はとても充実した日々
でした。今でも胸を張ってそう言えます。しかしあ
る時から看護師の働く場は病院だけではないの
ではないか、もっと看護について学びたいそう考え
るようになりました。
　そして今年4月、母校である本学の教員として
看護師6年目を迎えました。学科の先生方にお世
話になり、様々なことに携わらせて頂いています。
教員になって仕事の内容・対象者はがらりと変わ
りました。ただ、私が看護師であることに変わりは
ありません。もちろん病院で働いていた時の経験
は、私にとってかけがえのないものです。看護師の
活躍の場は様々です。そのことを後輩である学生
たちに伝えていければと思います。教員・研究者
としてまだ駆け出しで、先生方にはご迷惑をお掛
けしますが、支えて下さる方々への感謝を忘れず
日々 精進していきたいと思います。

看護師の道
2014年3月卒業　医療福祉学部

　　看護学科
東北文化学園大学　医療福祉学部

看護学科　助手

安藤 莉香（旧姓：水田）

　学生時代の先生から、「大学開学20周年になるから同
窓会報に寄稿してもらえないか」との電話がありました。一
期生である私は20年も経つということに驚きましたが、良く
考えたらシワが増えているし、腹も出てきたし、健康診断で
は再検査の項目が……。月日が過ぎるのは早いと感じつ
つ自分のこれまでを振り返ると、失敗を繰り返しながらも周
りの人達に支えられて仕事に専念できていたのだと感じ
ます。
　現在は遠田郡美里町というあまり大きくない町の事業
所で勤務し、障害児者の日中活動から休日・夜間の緊
急時までの対応をしています。他にも町内特産の苺を約
12,000株栽培しており、近くのスーパーのお客さんからは
次はいつ入荷するのかと問い合わせがあるほどの人気
商品になりました。そんな事業を支えてくれている人は数
え切れず、利用者さん、ご家族、職員、地域住民、関係機
関、お客さんなど、名前を挙げれば500人なんて軽く超え
てしまうと思います。
　若かりし頃は不得意だった周囲への感謝。しかし、支え
られていることに気付き、感謝することができれば、成功に
結び付き、やがて自分に返ってくるということ気付いた今、
愛される施設づくり、どんな障害をもっていても安心して暮
らせる町づくりを微力ながら推進して参りますので、近くま
でお越しの際は是非施設にお立ち寄り下さい。

周囲の支え
2003年3月卒業　医療福祉学部

保健福祉学科　保健福祉専攻
社会福祉法人みんなの輪　理事
　　　わ・は・わ美里　管理者

伊藤 公善

2012年3月卒業　医療福祉学部
リハビリテーション学科　視覚機能学専攻

視能訓練士

佐々木 侑加（旧姓：横枕）

今回の輝人（キラリびと）は1期生にスポットを当ててみました。
卒業して16年、様々な領域でご活躍の卒業生を紹介します。

2003年3月　科学技術学部
環境計画工学科（現：建築環境学科）卒業

2005年3月  大学院  健康社会システム研究科
　生活環境情報専攻　修了

株式会社LIXIL　埼玉住設特需支店　主任

工藤 彰訓
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TBG同窓会報 輝KIRARI

　令和元年6月1日に大学開学20周年式典が挙行され同窓会代表として出席してきました。同窓会からは記念植樹を
贈呈致しました。（植樹の様子はHPからご覧いただけます。）
　1期生が入学してから20年という月日が流れました。私は年に数回大学に行っておりますが、当時と比べて色 と々変
わっている場所があって面白いです。建物自体が増築されたり、コンビニが出来たり、学生ホールがEサポになったり。
学部や学科も当時とはだいぶ違います。この20年でいろんなものが変わりました。
　ただ、そんな色 と々変わったキャンパス内を散策して、その場に立ってみると不思議なもので当時の色んな記憶が鮮
明に蘇ってきます。そして変わったけど変わってないと安心にも似た懐かしい感覚を覚えます。皆さんにも是非とも足を
運んでもらい、その感覚を味わって頂きたいものです。
　それと「同窓会正会員による交流会実施時支援制度」を正式にリリース致しました。詳細は同窓会ホームページに
載せておりますので見て頂きたいのですが、同窓生が集まりやすい環境作りを模索してみました。
　是非とも旧友や恩師を囲んで交流を深めるに活用して頂けると幸いです。

同窓会会長

堀江　裕宗
2003年3月卒業  科学技術学部

応用情報工学科
（現：知能情報システム学科）

会長挨拶

　平成15年に大学を卒業し、16年が経ちました。卒業後
すぐに大学の同級生と結婚し、間もなく生まれた娘は今年
高校生になりました。
　私は大学を卒業後、会津中央病院に就職し、関連の
老健施設、有料老人ホームでの勤務を経て、３年前に理
学療法部門の責任者となりました。在学中の私は良い学
生とは程遠く、先生方に大変お世話になりました。学生時
代の私を知る方は今の私の立場を聞いて驚いていると思
います。私は、みなさんに誇れるような経歴はありませんが、
「当たり前のことを当たり前にできる理学療法士」を目標と
して臨床に取り組んできました。
　現在の仕事は、職場管理、院内会議への参加、院内の
ベッドコントロールチームへの助言等、パソコンに向かう時
間が長くなり、臨床で患者さんをみる機会が減りました。臨
床ができないことに寂しさを感じ、管理職として悩む事が
多いですが、リハ科として質の高いリハビリテーションを提
供できるよう、職員の教育、仕事の効率化、職場環境の整
備に力を入れています。当院のリハ科職員の約1割は東
北文化学園大学の同窓生です。何年か前にリハ科内で
プチ同窓会を開き、大学の思い出について語り合ったこと
がありました。
　今後は私自身が管理職として成長し、当院のリハビリ
テーション科、理学療法部門をさらに良い組織にできるよ
うに精進していきたいと考えます。

管理職となり
2003年3月卒業　医療福祉学部

リハビリテーション学科　理学療法学専攻
一般財団法人　温知会　会津中央病院

リハビリテーション科　係長

長嶋　善一郎
　一期生として大学を卒業し16年が経ちました。
私は、宮城県職員、東北文化学園大学作業療法
学専攻教員を経て、現在はフリーランスの作業療
法士として活動しております。具体的には、宮城
県立の特別支援学校3校と公立特別支援学校
の外部専門家として、先生方を支援したり、重症
心身障害児・者が対象の福祉事業所で児童発
達支援・放課後等デイサービス・生活介護のお仕
事に携わっています。また、宮城県作業療法士会
から委嘱を受け、「学童保育と作業療法士の連
携事業」の研修会の講師や実際の学童保育へ
の訪問等にも携わっております。日によって宮城県
内を東に西にと移動し、自分は何者なのだろうと
不思議に思うこともしばしばです。
　先日、同級生が来仙し8年ぶりに再会しました。
みな結婚し、子供を持ち、第一線で働くのが難し
い年代の為、集まることもままなりませんが、一緒に
4年間苦労した仲間は、すぐにあの頃の記憶と初
心を思い出させてくれます。何年経っても同級生
はいいものだなと感じました。後輩の皆さんもたま
には大学時代を思い出し、同級生と語らってみて
はいかがでしょうか？

16年たっても変わらないこと
2003年3月卒業　医療福祉学部

リハビリテーション学科　作業療法学専攻

安倍 優子（旧姓：廣川）

　現在、私は石巻市内の病院で言語聴覚士とし
て勤務しています。
言語聴覚学専攻一期生として入学し、卒業して
から早7年が経過しました。
　私の学生生活は、先輩がいないという環境から
未知なことばかりであったため、常に同期生と結
束し、目標に向かっていくといったチャレンジそのも
のでした。学生時代に培った「チームで目標に向
かう」といった精神は、現在の自分のフィールドで
ある医療の現場で非常に活かされています。
　言語聴覚士として8年目、中堅職員となり、院内
業務以外に石巻地域での嚥下障害についての
啓発活動等、院外でも様 な々仕事を任せられるよ
うになりました。
　院外の同職種とのイベントで、自分の後輩が同
地域圏で活躍している姿を見ると、先輩としての
責任を感じるとともに、微笑ましい気持ちになりま
す。
　臨床家として私はまだまだ未熟ですが、これか
らもチャレンジし続け、患者さんに自分の持てる力
の限り還元出来ればと思っています。

チャレンジ精神とチーム意識
2012年3月卒業　医療福祉学部

リハビリテーション学科　言語聴覚学専攻

石巻赤十字病院　言語聴覚士

塩野 将大



　

「同窓会正会員による交流会実施時支援制度」をスタートしました！
　　同窓会では、卒業生同士の交流やネットワーク作りを促進するため、同窓会正会員による交流会を支援する
　　制度をスタートしました。詳しくは、ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 http://www.tbgu-alumni.jp/tbgunews/20181121_new.html
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2018年度　東北文化学園大学同窓会事業報告（案）

●2019年度　東北文化学園大学同窓会 収支予算書2019年度　東北文化学園大学同窓会事業計画

1．機関誌の発刊、ホームページ等の管理運営
（1）同窓会報発行（年1回）
（2）公式Webサイト管理運営

2．会員名簿の整備及び管理
（1）会員名簿の整備
     現行のまま継続する。   

（2）会員住所判明調査
     今後の調査方法については要検討。

3．講演会、懇談会等の開催
（1）ホームカミングデー（文化学園祭出展など）
（2）他団体主催会合支援　（例：大学イベントへの後援等）

4．「国際交流支援」、「進路・就職支援」及び、「正課外活動支援」等、学生会員
　 に対する支援

5．その他本会の目的を達成するために必要な事業
（1）会費徴収業務（入学者・卒業者・既卒者　督促含む）
（2）正会員サービス業務（同窓会正会員による交流会実施時支援費）
（3）学生会員サービス業務（卒業記念品制作、新入生へのエコバック配付等）
（4）広報宣伝　キャラクターの活用　
（5）式典祝花（入学式・卒業式等）
（6）大学開学20周年記念事業

6．会議
（1）理事会
（2）代表者会（年1回）
（3）総会（３年毎開催） 

1.会報の発行、ホームページ等の管理運営、会員名簿の作成
（1）同窓会報発行
　  同窓会報第12号　2018年9月発行

（2）公式Webサイト管理運営
　  事務局とWebサイトプロジェクトチームにより随時データ・掲載内容を更新した

2.会員名簿の整備及び管理
（1）会員名簿の整理及び管理を行った

3.講演会、懇談会等の開催
（1）ホームカミングデー（文化学園祭出展など）を2018年10月21日に開催した
（2）他団体主催会合支援（第九コンサート､フォーラム､ダンスイベント､高校生コン

テストへの名義後援）を行った
4.その他本会の目的を達成するために必要な事業
（1）会費徴収業務

2018年4月　2018年度入学生（20期生）対象に行った
2018年9月　2018年3月卒業生（16期生）未納者に行った
2019年3月　2019年3月卒業生（17期生）未納者に行った

（2）正会員サービス業務
　  同窓会正会員による交流会実施への支援制度を設けた

（3）学生会員サービス業務
　  卒業記念品制作、新入生へのエコバック配布、感謝の日カロリーメイト、等

（4）式典祝花（入学式・学位記授与式に贈呈）
（5）キャンパス整備事業
　  70型4Kテレビ2台を寄贈した（5号館地下食堂へ設置）

（6）東北文化学園大学40周年記念事業を検討し、キャンパス内に植樹を寄贈する
こととした

（7）学位記授与式メッセージボード設置
5.会議
（1）理事会　　第34回（2018年5月26日）、第35回（2019年2月23日）
（2）代表者会　2018年8月4日

収入の部 （単位：円）
科目 2019年度予算額 2018年度予算額 増減 備考

A 会費収入 7,200,000 8,400,000 -1,200,000 　

1 入会金 0 0 0
（平成29年度実績）　　　　　　　
・Ｈ29年度卒業生2名＝￥10,000　
(5,000×2名）　

2 終身会費 0 1,200,000 -1,200,000

(平成29年度実績）終身会費￥10,000
・Ｈ29年度卒業生132名＝￥1,320,000
（平成30年度予想額）・卒業生120名　
￥10,000×120名=1,200,000　　

3 会費 7,200,000 7,200,000 0

（平成29年度実績）
29年度3月末まで505名入金　
￥7,575,000（平成30年度予想額）
￥15,000
・H30年入学生480名＝￥7,200,000

B 寄附金収入 0 0 0
C その他の収入 150 150 0
1 預金利息 150 150 0
2 その他 0 0 0

当期収入計 7,200,150 8,400,150 -1,200,000
D 前年度繰越金 5,580,449 7,376,515

収入計 12,780,599 15,776,665 -2,991,142

支出の部
科目 2019年度予算額 2018年度予算額 増額 備考

A 事業費支出 5,480,000 5,330,000 150,000

1 会報作成費 1,500,000 1,400,000 100,000 年1回発行、昨年度より卒業生分を
上乗せ、発送代含む

2 Webサイト管理運営費 390,000 390,000 0 ・サイト保守契約料　　　　
￥356,600 +税28,528=385,128

3 会員名簿整備及び管理費 40,000 40,000 0
正会員登録カード・保護シール作成費。
Ｈ30年度は保護シール、正会員カード
在庫なしの為作成予定

4 国際交流支援費 400,000 400,000 0 国際交流支援として
5 文化学園祭出展事業費 500,000 500,000 0
6 式典祝花 100,000 100,000 0 卒業式、入学式等に同窓会より祝花

7 会費徴収事業費 200,000 200,000 0 新入生入会案内、卒業生入会案内、
会費督促送付代、郵送ラベル代

8 正会員サービス事業費 650,000 600,000 50,000
学位記授与式出席交通費
交流会支援費50万円、
同窓会支援制度ページ作成業務5万円

9 学生会員サービス事業費 600,000 306,160 293,840 名入れボールペン製作、入学生エコバッ
ク作成（25万分予算）、感謝の日支援

10 キャンパス整備事業費 0 1,293,840 -1,293,840
11 広告宣伝費 100,000 100,000 0 同窓会キャラクターの活用
12 大学20周年事業費 1,000,000 0 1,000,000 植樹
B 会議費支出 1,036,000 636,000 400,000

1 通信費 50,000 50,000 0
理事会欠席者資料郵送代、新役員の分も
試算　ゆうメール扱い厳格化の為、会議
資料はゆうメール扱い不可

2 会場費 500,000 100,000 400,000 総会費用
3 交通費 250,000 250,000 0 学外役員交通費
4 雑費 15,000 15,000 0 会議飲み物代等
5 監査費 221,000 221,000 0 東陽監査法人

C 事務費支出 2,064,000 2,064,000 0

1 消耗品費 24,000 24,000 0

2 通信・運搬費 10,000 10,000 0 資料郵送にかかる切手代など。
3 印刷費 20,000 20,000 0 長3封筒
4 旅費・交通費 5,000 5,000 0 同窓会事務員学外打ち合わせの際交通費
5 人材派遣費 1,900,000 1,900,000 0
6 雑費 20,000 20,000 0 科目にあてはまらない支出など
7 振込手数料 25,000 25,000 0 1件あたり864円

8 その他事務費 60,000 60,000 0 同窓会事務局使用プリンタートナー
4色購入費1年分（合計￥53,926）

D 同窓会引当特定預金への支出 2,000,000 3,000,000 -1,000,000
当期支出計 10,580,000 11,030,000 -450,000

E 予備費 2,200,599 4,746,665
支出合計 12,780,599 15,776,665 -2,991,142

Ｆ 基金 2,000,000 3,000,000 -1,000,000 2019年4月現在基金合計15,000,000

収入の部 （単位：円）

科目 予算額 決算額 摘要
入会金収入 0  25,000 
終身会費収入 1,200,000  130,000 2017年度卒業生等
会費収入  7,200,000  6,735,000 2018年度入学生
預金利息収入  150  183 
前期繰越金  7,376,515  7,376,515 
収入合計 15,776,665 14,266,698 

支出の部
科目 予算額 決算額 摘要

会報作成費 1,400,000 1,156,700 会報作成、会報送付郵送費
webサイト運営費 390,000 385,128 同窓会webサイトサーバー保守費
会員名簿作成費 40,000 9,072 正会員登録カード・保護シール作成費
国際交流支援費 400,000 0 国際交流支援費として
文化学園祭出展事業費 500,000 412,818 
式典祝花 100,000 41,600 学位記授与式・入学式等に同窓会より祝花
会費徴収事業費 200,000 18,234 新入生入会案内、卒業生正会員案内
正会員サービス事業 600,000 0 学位記授与式出席交通費、交流会支援費
学生会員サービス事業 600,000 222,510 名入れボールペン制作・入学生エコバック、感謝の日支援
キャンパス事業費 1,000,000 1,293,840 学生食堂へ４Ｋテレビ２台寄贈
広告宣伝費 100,000 0 
通信費 50,000 15,334 理事会欠席者資料郵送代、等
会場費 300,000 60,000 代表者会会場費等
交通費 250,000 151,500 理事会、代表者会出席者交通費等
雑費 15,000 3,888 理事会お茶菓子等
監査費 221,000 220,320 監査法人監査費
消耗品費 24,000 19,716 事務用品費
通信運搬費 10,000 8,081 書類郵送費
印刷費 20,000 0 長3封筒
旅費交通費 5,000 0 学外打合せ時交通費等
人材派遣費 1,900,000 1,587,400 派遣社員委託費
雑費 20,000 3,610 科目にあてはまらない支出など
振込手数料 25,000 22,572 振込手数料
その他事務費 60,000 53,926 同窓会事務局使用プリンタートナー購入費
同窓会引当特定預金への支出 3,000,000 3,000,000 
予備費 4,546,665 
次年度繰越金 5,580,449 
支出合計 15,776,665  14,266,698   

同窓会引当特定預金
同窓会引当特定預金 残高（単位/円）

2018年度同窓会引当特定預金 3,000,000 
残高合計（2019.3.31）  15,000,000 

　2019年3月卒
　同窓会新役員

2019年４月より、東北文化学園大学同窓会活動を支える卒業生の皆様の代
表（幹事）、全21名の方々です。皆様よろしくお願いします

●2018年度　東北文化学園大学同窓会 決算報告
16期（2018年4月1日～2019年3月31日）

第17期（2019年4月1日～2020年3月31日）

学科 専攻 氏名

リハビリテーション 理学療法学 松坂　大穀

リハビリテーション 理学療法学 兼子　杏菜

リハビリテーション 作業療法学 遠藤　有紀

リハビリテーション 作業療法学 青山　舜

リハビリテーション 作業療法学 海馬　樹

リハビリテーション 言語聴覚学 阿部　希望

リハビリテーション 言語聴覚学 味戸　三佳

リハビリテーション 視覚機能学 村上　晃

リハビリテーション 視覚機能学 佐藤　志穂

リハビリテーション 視覚機能学 大平　亜由美

学科 専攻 氏名

看護 渡邉　拓巳

保健福祉 生活福祉 佐藤　優太

保健福祉 保健福祉 佐藤　妃奈

総合政策 荒井　悠介

総合政策 吉野　翔

総合政策 齊藤　康平

知能情報システム 菊田　悠佑

知能情報システム 四戸　奎輔

建築環境 高橋　崇

建築環境 佐藤　立騎

建築環境 島　夋平

　毎年恒例のホームカミングーデー企画！今年も「キラリ☆縁日2019」と
題して、縁日で馴染みのある企画を用意！ささやかな景品もご用意してあり
ますので、小さなお子様も楽しめる内容になっております。是非、ご友人、
ご家族お誘い合わせの上、お気軽にお立ち寄りください。
　また、今年も飲み物を無料で提供する休憩スペースを用意しております。
　皆様のご来場お待ちしております！！
【日時】2019年10月20日（日）11：00～14：00
【場所】1号館横同窓会テント　※雨天時：館内に変更
【内容】わたあめ、スーパーボールすくい、ペットボトルボウリング 等

ホームカミングデー　　「キラリ★★縁日」
10/20（日

）開催

　３年毎に開催される同窓会総会を右記の通り開催いたします。
　今回の総会は、過年度の事業報告のほか、今年度事業計画、同窓会役員改
選、同窓会に関する重要事項が審議されます。是非、会員の皆様の出席をお
願いいたします。
　同時に、心身元気になる「笑いヨガ（ラフターヨガ）」（笑って幸せを呼び寄
せる素敵なワークショップ）を企画しておりますので、ぜひ同級生を誘ってご
参加ください。 　　　　　　　　　　　　　　　　 会長　堀江 裕宗

東北文化学園大学同窓会『総会』開催のお知らせ

本学卒業生、
サイン（手話）シンガーとして
ご活躍の水戸真奈美さんも

ゲストとして
参加予定です。

日時：2019年11月23日(土・祝)14：00より
場所：仙台サンプラザ（宮城野区榴岡5-11-1）
内容：事業報告、事業計画、役員改選  等
　　  ワークショップ（笑いヨガ 予定）
　　  同時開催予定
※詳細はホームページをご覧ください

今年もやります！
すべて
無料！！



同窓会から大型4Kテレビ寄贈

2018/12

　みなさん、こんにちは。学生リーダー会で代表の畑山です。
　わたしたち学生リーダー会は、現在７０名程が所属しており、毎年４月
に実施している「新入生学外研修会」を大学と協同して企画・運営す
るべく、年間を通じて様々な活動を行っています。特に年４回実施して
いる研修会では、学外研修で実施するレクリエーションやグループワー
クなどの手法理解と、団体行動を通じてリーダー会全体での結束を高
めることを目的としています。
　その他にも保護者懇談会での誘導やサポート、被災地支援のため
の募金活動、新入生向けの冊子作成、学園祭への出店など多岐に
渡って活動を行っています。
　今年度の学生リーダー会では「個々の特性を活かしながら、目標に
向けて活動を行っていける団体」を目指しており、その方針を実現する
ため、企画・広報・製作の3班を組織し、それぞれの特徴を活かして活
動を行っています。
　これからも全員で一致団結し、より良い活動を行っていけるように頑
張っていきたいと思います。応援よろしくお願いします。

　はじめまして。サッカーサークル代表の小西と申します。
　私たちは現在、東北地区大学サッカーリーグに所属し、前期と後期に
分かれて他大学と試合を行っています。個々のプレーに鋭さは感じられ
るものの、前回のリーグ戦では、思うように勝利を積み重ねることが出来
ないまま終了し、残念ながら３部リーグへと降格する結果となってしまい
ました。
　今シーズンはこの悔しさをバネに、メンバー全員で日々奮闘し、リーグ
昇格を目指しています。試合中、個々のプレーが多く孤立した問題を踏ま
え、チーム内の連携強化に重点を置く一方、私自身は基礎トレーニング
や走り込みなどにも力を入れています。
　サッカーを通じて他学部の学生と交流するのも楽しいですが、苦い経
験を糧に、泥臭く粘りながら、チームメイトと一つでも多くの勝利をもぎ
取っていきたいです。
　もしよければ、ぜひ一度私たちの試合に足を運んでいただき、応援をし
ていただけたらうれしいです。

サークル
地 域 連 携 セ ン タ ー 紹 介 「第九コンサート」開催のお知らせ

　本学の「第九コンサート」は
東日本大震災後の12月に犠牲
者の追悼と復興を祈念して開
催し、今回で9年目となります。
　毎週、国見の丘で学生たち
が、歌詞に込められた意味を考
えながら“輝ける者”を目指し、
練習に励んでいます。ぜひ後輩の勇姿をご覧いただきながら、皆さまに
も震災復興を祈念していただければ幸いです。
　また、在学中に「第九コンサート」を経験した同窓生のご参加もお待
ちしております♪もう一度あの感動の舞台に立ちませんか？鑑賞や参加
につきましては、下記のお問合せ先までご連絡ください。
学校法人 東北文化学園大学「第九コンサート」
日　時　　2019年12月1日（日）♪開場14：00　♪開演15：00
場　所　　東京エレクトロンホール宮城
曲　目　　ベートーヴェン 交響曲第9番ニ短調作品125「合唱付」　他
管弦楽　　仙台フィルハーモニー管弦楽団
合　唱　　東北文化学園混声合唱団　他
お問合せ先  教育支援センター【Ｅサポ】（第九コンサート係）
TEL▶ 022-207-0092

　地域連携センターは、地域の
健康・文化・経済・産業等の振
興及び発展に寄与すべく、大学
と大学院の教育研究資源を活
用し、地域と連携した各種事業
の運営に取り組んでいます。
　具体的には当センターが地
域との窓口になり、学生や教職員が行う社会貢献やボランティア活動
を支援したり、一般市民の生涯学習活動を支援することを目的に本
学教員が出張講座を行う「市民学習講座」の受け入れや、在仙大学
が加盟している「学都仙台コンソーシアム」におけるサテライトキャン
パスで本学教員が開講する講座の運営支援などのほか、産学官連
携の支援として宮城県産業技術総合センターの連携推進ネットワー
ク「ＫＣみやぎ」に加盟し地域産業振興の支援などを行っています。
　当センターはセンター員として各学部学科の教員など１３名で構成
しており、地域との交流を通じて発展的に課題を解決できるグロー
バルな考え方を持った学生の育成に取り組んで参ります。

大学近況報告

学友会
組織

文化学園
祭 2019

開催のお
知らせ

新入生ガイダンス（同窓会オリジナルエコバッグ配布）2019/4/4

大学創立20周年記念イベント（祝賀会 学園歌を歌うさとう宗幸氏と水戸真奈美さん）2019/6/1

学長杯　東北ＤＲＥＡＭｓ ＣＵＰ
車いすツインバスケットボール大会

2019/4/21

新入生学外研修（佐勘）

2019/4/5-6

みやぎ県民大学「地域で支える認知症」開催
2019/7/13・20・27，8/3

感謝の日
2019/6/22

禁煙キャンペーン
（プランターの花設置）

2019/7/22

学校法人東北文化学園大学
創立40周年記念植樹寄贈

2019/6/1

仙台七夕出展（七夕飾り実行委員）2019/8/6-8

TBG
ダンスイベント
RELATIONS
10/20（日）
14：30開演！
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TBG同窓会報 輝KIRARI

「学生リーダー会」
トップリーダー　畑山 拓人

（医療福祉学部　保健福祉学科
保健福祉専攻　３年）

「サッカーサークル」
代表　小西 貴斗

　（医療福祉学部　保健福祉学科
保健福祉専攻　２年）

　　　　　　　　　　　地域連携センター長　貝山 道博
　（総合政策学部　教授）

　今年は「Smilings～笑顔の花よ、いざ咲き誇れ～」というテーマ
で、10月19日(土)・20日(日)に文化学園祭２０１９を開催します。
　今回のテーマでは、微笑みや晴れやかなという意味の「Smile」を
キーワードに、「進行形＝常に楽しさや笑顔が絶えない学園祭」とい
う思いと、「複数形＝1人だけでなく学園祭に関わる沢山の人々が笑
顔になれる学園祭」にしていきたいという思いを込めました！
　今年度も、学園祭実行委員会による特設ステージの企画に力を入
れており、例年大盛り上がりのビンゴやカラオケ大会、様々なゲーム
企画に加え、参加者に楽しんで貰えるような新企画の準備も進めて
います。また、目玉となる音楽アーティストやお笑い芸人を呼んでの芸能人企画、本学の各サークルによるステージ発表など、２
日間に渡り、学園祭の中心となる特設ステージを盛り上げていきます。
　その他にも、各団体で賑わう、活気ある屋台村や、例年以上に力を入れて取り組んでいる構内装飾のデザインも見どころで
す。フィナーレでは、毎年恒例となった花火をBGMにのせて打上げ、国見の空を華やかに彩り、締めくくります。

「Smilings ～笑顔の花よ、いざ咲き誇れ～」
  開催日:2019年10月19日（土）、20日（日）

テーマ

　来場者の方々に楽しんでもらえるように、実行委員一同、精
一杯準備を進めています。ぜひこの機会に母校へと足を運ん
で頂き、学園祭を楽しむ傍ら、大学時代を思い返していただけ
たらと思います。
　みなさまのご来場をお待ちしています！

文化学園祭実行委員長　熊田 千恵美
（総合政策学部　総合政策学科　3年）


